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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

気泡モルタルを用いた軽量盛土工法は、軽量性、施工性の良さから急峻な斜面での道路盛土や軟弱地盤上

の盛土などに採用されてきている。

今般、ダムの建設に伴う市道の付替工事が必要となった。付替道路は、急勾配の斜面上に建設され、その

うち工事用道路との接合部を含む延長約 200ｍの区間に気泡モルタルを用いた軽量盛土工法を適用した。道

路の接合部は、図１に示すように大規模な盛土構造となった。

本報告は、気泡モルタルを用いた道路盛土の設計・施工ならびに施工の際に実施した計測について、概要

報告を行うものである。

２．設計上の課題２．設計上の課題２．設計上の課題２．設計上の課題

当該地は、40～50 度の急斜面をなし、表層は土砂

層から成り、その下には比較的浅くから軟岩（花崗岩）

層が分布している。こうした地質条件を踏まえ、直壁

をもつ盛土を構築しても、基礎地盤や盛土体を含むす

べり破壊はないものと判断した。しかし、盛土体の安

定性を判断するため、次の検討を行う必要がある。

1) 盛土体下部の内部応力に対する強度設定の検討

 2) 滑動に対する検討

　盛土体の安定計算手法については、一般に道路公団

の指針１）や建設省のマニュアル２）に準拠することが

多い。しかし、盛土高が 10ｍを超える場合の設計上

の扱いについては具体的に記述されていない。当設計

では、基本的には建設省のマニュアルを参考にして、

図２に示すように盛土体を全面と背面に分けて計算し

てみた。

　計算の結果、地震時の滑動に対する安定性が確保で

きないことから、図１に示す縫地鉄筋（D29）を打設

することとした。盛土体底面付近の気泡モルタルの内

部応力は、盛土体と背面地山との一体性、すなわち、

摩擦や付着の程度により計算値が大きく異なる結果と

なった。設計当時、どの程度の一体性があるかは不明

　　　　　　　　　図１　設計断面例

　　　　　　　図２　検討モデル図
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であったたが、FEM 解析の結果３）や縫地鉄筋を施工することで安全性は確保できると判断した。しかし、

これらの机上計算には多くの不確定要素が含まれることから、下記を目的とする現場計測を実施した。

1)　盛土体底面付近の鉛直土圧（内部応力）や背面地山との一体性を確認する。

2) 計測データを設計・施工にフィードバックさせる。

3) 今回行った設計の妥当性を確認するとともに設計手法確立のための参考資料を得る。

３．計測計画３．計測計画３．計測計画３．計測計画

計測を実施した断面を図３に示す。基礎掘削を行

ったところ、設計時の想定より岩盤が浅く出現した

ため、盛土体は設計断面より若干小さくなった。

また、計測の項目・目的と設置した計測器を表１

に示す。設置方法や結果は報告（その２）４）に示

した。

表１　計測器の種類
項目･目的 計測器 数量 備考

ﾛｰﾄﾞｾﾙ型土圧計 ３台
埋込型ひずみ計 ４台

底盤部に
作用する
応力 無応力容器 １個

せん断変位計 １台地山との
一体性 溶接ゲージ ４枚 縫地鉄筋
温度変化 熱電対 15点 内 14，外１

壁面変位 下げ振り １点 基礎上 4.5m

記録 静ひずみ計測器 １台 ﾊﾞｯﾃﾘｰ式

４．施工概要４．施工概要４．施工概要４．施工概要

　実際に採用した気泡モルタルの配合を表２に、また、軽量盛土の施工手順を図４に示す。

表２　気泡モルタルの配合
単位量（kg）W/C

(%)

S/C

セメント*1 混練水 砂　＊2 起泡剤 希釈水

気泡量

(％)

単位体積質量

(g/cm3）

フロー値

（mm）

目標強度

（MPa）

169 2.5 200 335 500 0.166 16.4 39.8 1.05±0.1 180±20 1.0

　　　　　*1：高炉セメントＢ種　＊2：砕石微粉

地山掘削工 支柱材（Ｈ型鋼150×150）の建込  
         ↓                      ↓

吹付コンクリート工         押出成形板設置         
         ↓                      ↓

縫地鉄筋打設工           
      ↓

気泡モルタル打設工
(１回の打設高さは0.5ｍ)

基礎コンクリート工

                          図４　軽量盛土の施工手順 　　　  気泡モルタル製造フロー

平成 11 年 10 月初旬に計測機器を設置した後、軽量盛土の施工を行った。延べ 30 回の打設で 11 月下旬

に無事軽量盛土工事を完了した。引き続き、ガードレール基礎、路盤の施工を実施し、平成 12年４月現在、

舗装工を残すのみである。
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　　　　　　　　　図２　計測断面
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